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会 長 メ ッ セ ー ジ会 長 メ ッ セ ー ジ

　一般社団法人 大学行政管理学会は、プロフェッショナルとしての
大学行政管理職員の確立を目指し、「大学行政・管理」の多様な領域
を理論的かつ実践的に研究することを通して、全国の大学の横断的
な「職員」相互の啓発と研鑽を深めるための専門組織として、
1997 年に大学・短期大学の管理職を対象に発足しました。
　2017 年に一般社団法人化し、現在は大学・短期大学の教職員、
大学関係団体の職員が会員となり活動しています。
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交差点：「東郷公園入口」
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靖国通り

大学行政管理学会事務局
（九段シルバーパレス 203）

大学行政管理学会事務局へのご案内
J R 、地下鉄（有楽町線、南北線、新宿線）：「市ヶ谷駅」下車徒歩 5 分
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 入 会 の 申 し 込 み

入会資格
本会の目的に賛同される大学・短期大学・高
等専門学校を設置する法人又は地方公共団体
の職員・教員・役員、大学関係団体の職員

正 会 員  1

継続在籍期間が 3 年を超える正会員が所属
する法人または地方団体を退職後、引き続き
本会の目的に賛同する者

エルダー会員  3

主たる身分が学生である者学生会員4

本会の目的に賛同し、本会の事業を賛同しよ
うとする個人又は団体
 2 賛助会員

年会費（7月～ 6月）

学生会員4 ･････････5,000 円

正 会 員 ･･･････10,000 円1

･････････5,000 円エルダー会員  3

2 賛助会員 個人：10,000 円（一口）以上
団体：50,000 円（一口）以上（ 3 名まで登録可）

入会申請フォーム

 入

賛助会員または学生会員として入会を希望される場合は、正会
員 1 名の推薦者を明記のうえ、お申込みください。

https://juam.jp/nms-form/

　日本社会は 2025年に戦後 80年という筋目
を迎えました。当時の日本人が戦前の価値観や
社会制度を抜本的に見直すパラダイムシフトを
経験する中で、高等教育もまた「新制大学」と
して新たな歩みを始めました。そして今、私た
ちはこれに匹敵する大転換期を迎えています。
出生数が 70万人を割る深刻な少子化と、それに伴う大学淘汰の波が
全国に押し寄せ、これまでの常識が通用しない未曽有の危機に直面し
ているのです。多くの大学・短大が学生募集を停止していく状況にあっ
て、私たちは過去に先例のない混乱の中で新たな高等教育を創造し、
持続可能性を見出さなければなりません。
　本学会は結成以来、大学の行政管理について実践的、理論的に研究し、
これに携わる人材の育成を通して大学の発展に寄与することを目的に、
長らく活動してきました。そして現在では、大学職員を中心に全国で
約 1,200 名の会員がいます。高等教育界が極めて困難な状況に直面す
るからこそ、大学職員主軸の学会として、我々は会員個々の多様性を
包摂して「組織の力」に変え、この問題の解決に貢献すべきだと考え
ます。
　そのための知恵とアイディアを育む場が大学行政管理学会であり、
会員個々が学びの考究と研鑽を重ね相互に刺激し合うネットワークを
構築する、その「共創の連鎖」が危機の時代を切り拓く鍵になると信
じています。

一般社団法人　大学行政管理学会会長
岡田　雄介（龍谷大学）

大学淘汰の時代を生きる、 
そのための知恵とアイディアを 
共創する学会

「頼れる仲間たち」
学校法人藍野大学　島村 由紀

　JUAMは「学会」という名前がついているので、敷居が高い
と感じる方もおられると思います。私も初めて参加した時は右も
左も分からずRPGのパーティーのように会員の今の理事長の後
ろにくっついてばかりいました。
　JUAMには、所属大学だけでなく大学業界を良くしたいとい
う熱い思いを持った方がたくさんおられます。こんな基本的なこ
と聞いちゃダメかなとか思う必要はありません。大学業界にいる
仲間としてサポートしてくださいます。今では大学の基礎知識や
高等教育政策の理解に関する研究会や各種交流会などを企画して
いる近畿地区研究会の世話人として運営に携わっている私です
が、今でも色々なことを皆さんから教えて頂いています。
　JUAMは研究成果を公表し、最新の情報を提供する場でもあ
り、交流・連携を深め、情報交換や共同事業などのきっかけを得
るための場でもあります。
　皆さんも気軽な気持ちで研究会へ来ていただき、ぜひ JUAM
の良さを体験してみてください。

　JUAMの存在を知り、入職後すぐに入会しましたが、当初は
何の活動もしないまま、郵送される学会誌を眺めるのみでした。
数年後、上司に誘われて定期総会・研究集会に足を運ぶと、全国
から集まった同世代の職員と出会い、年数回、雑談や情報交換の
機会を重ねるうちに JUAMへの関心が深まっていきました。ま
た、他大学の職員に誘われて「働き方」研究会に参加し、オンラ
イン・対面で議論を重ね、研究集会での事例報告・学会誌投稿を
行ったり、メンバーの助言を受けながら研究に取り組み、若手研
究奨励に採択していただきました。
　採択後、他大学の上級管理職にヒアリング調査をお願いした際
には「若手研究奨励に採択されているなら」と快くご協力いただ
き、JUAM入会の意義を再認識しました。このように、JUAM
に入会していなければ築けなかった出会いや学び、薫陶を受けた
経験は得難いと実感しています。入会したみなさんと、一緒に研
鑽できることを楽しみにしています。

「入会しなければ築けなかった

� 多様な出会いと学び」
東洋大学　中村 智治

（掲載は所属大学名 50音順）



学 会 の あ ゆ み

1997 年 1月　発足
1997年 1月　設立記念講演（於：慶應義塾大学）
2017年 3月　一般社団法人化

定期総会・研究集会

 表  彰・奨 励・助 成

孫福賞
初代会長　故・孫福 弘の功績を顕彰し、会員の特に優れた研究・
実践業績を表彰するために設けられています。
JUAM 奨励賞

正会員の特に顕著な活動および本会事業への貢献を表彰するため
に設けられています。
若手研究奨励

若手会員の研究活動を奨励し、学会の研究活動の活性化と研究水
準の向上を図ることを目的として、一定の研究費を助成します。
自費出版奨励

大学行政管理の分野に関する論理的研究または実践的経験に基づ
く正会員の自費出版に対し、その成果が分野に著しく貢献すると
認められたものに、助成を行います。
研究出版助成

大学行政管理の分野に関する理論的研究または実践的経験に基づ
く正会員の研究出版に対し、その成果が分野に著しく貢献すると
認められたものに、助成を行います。

例年９月上旬の土 ･ 日に開催。基調講演、ワークショップ、研究
発表等を行っています。

　定期総会・研究集会への参加、研究発表

試論、事例報告から学術的論文に至るまで、幅広く論稿を募集、
査読を経て掲載されます。

　学会誌への投稿

 入  会 後 の 活 躍 の 場

　研究会・委員会への参加
会への所属を通し、全国の会員とネットワークを構築できます。
多くのハイパフォーマーと協働する中で、多様なスキルを吸収で
きるチャンスもあります。参加ご希望の方は、公式Webサイト
の問い合わせフォームよりご連絡ください。

・『学会誌』（年1 回発行）を送付します。
・最新情報、さまざまな活動、開催報告は、メール配信、公式

Web サイト、SNS 等でお知らせしております。

会  員 へ の 定 期 的 な お 知 ら せ

 会 員 限 定 ペ ー ジ の ご 紹 介

地区研究会、テーマ別研究会及び定期総会・研究集会の発表資料
を収録。キーワード検索及びダウンロードが可能です。

　研究データベース

常務理事会・理事会開催報告等を掲載。過去の研究会開催状況も
閲覧できます。

　JUAMだより

過去の会報・学会誌、定期総会資料、最新の会員名簿等の閲覧が
可能です。

　資料集

常務
理事会

理事会

監事

研究会

委員会

北海道地区

東北地区

関東地区

北関東・信越地区

中部・北陸地区

大学改革研究会

近畿地区

中国・四国地区

九州・沖縄地区

研究・研修委員会

学会誌編集委員会

国際委員会

組織委員会

自費出版奨励審査委員会

大学職員研究グループ

財務研究グループ

大学経営見える化研究会

研究推進・支援研究会

学事研究会

教育マネジメント研究会

ファシリティマネジメント研究会

テーマ別研究会

テーマ別研究会

地区別研究会

地区別研究会

大学人事・事務組織研究グループ

学会
事務局 女子大学研究会

財務問題研究会

研究出版助成審査委員会

東日本
支部

西日本
支部

広報委員会

孫福賞選考委員会

若手研究奨励審査委員会

「働き方」研究会

マネージャー（管理職）としての
成長・実践研究会

大学防災（減災）教育・
対策研究グループ

市ヶ谷
オフィス

委員会 地区別研究会 テーマ別研究会

各委員会・研究会の最新の活動状況は本会Webサイトでご確認ください。

組織図

第 1 回 1997 年度開催（9 月 6・7 日 於：法政大学）
第 2 回 1998 年度開催（9 月 5・6 日 於：龍谷大学）
第 3 回 1999 年度開催（9 月 4・5 日 於：明治大学）
第 4 回 2000 年度開催（9 月 2・3 日 於：早稲田大学）
第 5 回 2001 年度開催（9 月 1・2 日 於：名城大学）
第 6 回 2002 年度開催（9 月 7・8 日 於：神奈川大学）
第 7 回 2003 年度開催（9 月 6・7 日 於：広島修道大学）
第 8 回 2004 年度開催（9 月 4・5 日 於：東洋大学）
第 9 回 2005 年度開催（9 月 3・4 日 於：札幌大学）
第 10 回 2006 年度開催（9 月 1～3 日 於：青山学院大学）
第 11 回 2007 年度開催（9 月 8・9 日 於：福岡大学）
第 12 回 2008 年度開催（9 月 6・7 日 於：日本大学）
第 13 回 2009 年度開催（9 月 5・6 日 於：立命館大学）
第 14 回 2010 年度開催（9 月 4・5 日 於：國學院大學）
第 15 回 2011 年度開催（9 月 3・4 日 於：金城大学）
第 16 回 2012 年度開催（9 月 8・9 日 於：芝浦工業大学）
第 17 回 2013 年度開催（9 月 7・8 日 於：東京電機大学）
第 18 回 2014 年度開催（9 月 6・7 日 於：東北学院大学）
第 19 回 2015 年度開催（9 月 5・6 日 於：関西大学）
第 20 回 2016 年度開催（9 月 9～11 日 於：慶應義塾大学）
第 21 回 2017 年度開催（9 月 2・3 日 於：西南学院大学）
第 22 回 2018 年度開催（9 月 1・2 日 於：桜美林大学）
第 23 回 2019 年度開催（9 月 7・8 日 於：実践女子大学）
第 24 回 2020 年度開催（9 月 5 日 於：國學院大學）
第 25 回 2021 年度開催（9 月 4・5 日 於：神戸学院大学）
第 26 回 2022 年度開催（9 月 3・4 日 於：成蹊大学）
第 27 回 2023 年度開催（9 月 2・3 日 於：文教大学）
第 28 回 2024 年度開催（9 月 7・8 日 於：日本福祉大学）
第 29 回 2025 年度開催（9 月 6・7 日 於：追手門学院大学）
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の良さを体験してみてください。

　JUAMの存在を知り、入職後すぐに入会しましたが、当初は
何の活動もしないまま、郵送される学会誌を眺めるのみでした。
数年後、上司に誘われて定期総会・研究集会に足を運ぶと、全国
から集まった同世代の職員と出会い、年数回、雑談や情報交換の
機会を重ねるうちに JUAMへの関心が深まっていきました。ま
た、他大学の職員に誘われて「働き方」研究会に参加し、オンラ
イン・対面で議論を重ね、研究集会での事例報告・学会誌投稿を
行ったり、メンバーの助言を受けながら研究に取り組み、若手研
究奨励に採択していただきました。
　採択後、他大学の上級管理職にヒアリング調査をお願いした際
には「若手研究奨励に採択されているなら」と快くご協力いただ
き、JUAM入会の意義を再認識しました。このように、JUAM
に入会していなければ築けなかった出会いや学び、薫陶を受けた
経験は得難いと実感しています。入会したみなさんと、一緒に研
鑽できることを楽しみにしています。

「入会しなければ築けなかった

� 多様な出会いと学び」
東洋大学　中村 智治

（掲載は所属大学名 50音順）


